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0.15M am omium sulfate)weresubjectedtoam omium sulfate丘actionation.The
precipitateat60%saturationofam 0miumsulfatewascolectedanddissolvedina
smalvolum eof0.02Mpotassium phosphatebufer(pH6.8).
















































































































































































cysteine proteinase inhibitor,induces interferon-gamma expression in
CD4-possitiveTcels,Biol.Chem.385(2004)419-422.
[8]G.Sotiropoulou,A.Anisowicz,R.Sager,Identi丘cation,cloning,and


















































































































































Volum e Protein r-CystatinS Yield Purity
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ランス フェラー ゼ が 融 合 してな る請 求 項 1記 載 の ア メロゲ ニ ン融合タンパ
ク質 ｡
【請 求 項 3】
以 下 の (a)又 は (b)に 示 す アメロゲ ニ ン融 合 タンパ ク質 ｡
(a)配 列 番 号 1で示 され るア ミノ酸 配 列 か らな るタンパ ク質
(b)配 列 番 号 1で示 され るア ミノ酸 配 列 に お い て 1若 しくは 数 個 のアミノ酸
が 欠 失 ､置 換 若 しくは 付 加 され た アミノ酸 配 列 か らな り､且 つ 特異 的プロ
テ アー ゼ に よる切 断 に よりアメロゲ ニ ン様 活 性 を示 す タンパ ク質
【請 求 項 4】
ア メロゲ ニ ンが 以 下 の (a)又 は (b)に 示 す タンパ ク質 であ り､シスタテンが
以 下 の (C)又 は (d)に 示 す タンパ ク質 で あ る請 求 項 1又 は 2記 載のアメロ
ゲ ニ ン融 合 タンパ ク質 ｡
(a)配 列 番 号 4で示 され るア ミノ酸 配 列 か らな るタンパ ク質
(b)配 列 番 号 4で示 され るアミノ酸 配 列 に お い て 1若 しくは 数 個 のアミノ酸





















































































































































や種類に限定されず､ファミリー 1(ステフインファミリー )､ファミリー 2(シ


















ファミリー 3としては､ヒト低分子量キニノー ゲン､ヒト高分子量キニノー ゲ
ン､ウシ低分子量キニノー ゲン､ウシ高分子量キニノー ゲン､ラット低分


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ー で形 質 転 換 させ てなる組 換 えバ チ ル ス メガ チ リウム 菌 ､及 び当該級
換 えバ チ ル ス メガチ リウム 菌 を培 養 し､当 該 培 養 物 中 か らシスタチン類
を分 離 す るシスタテン類 の 製 造 法 ｡
【選 択 図 】 な し












































































Simonen, M., and Palva,, I., Microbiol. Rev. 57:10
9,(1993)
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Yamagata, H., etal., Pro. NatJ. Acad. Sci. USA.,
86:3589,(1989)
【非特許文献3】

















































公報)､Bacilus sp. KSM-S237(FERM P-16067)由来のD
NA断片(配列番号2､特開2000-210081号公報)が好適に挙げら





etaI., MolecularCIonI-ng 2nd ed., A Laboratory Manua
I, Co一d Spring HarborLaboratoW(1989)]に記載の方法で行う
ことができるoまた､公知のポリメラア-ゼ･チェイン･リアクション(PCR)
法によって特異的に増幅することにより効率的に取得できる.lInnis,
M.,A., etaL, PCR Protocols, A guideto methods a



































































































































プロトプラスト法(Chang,S., and Cohen,N., S.,MoLGen.
Genet.,168:111,(1979))の変法(プロトプラストの形成:BROWN
J.B. & CARLTON.B,C, J.BacterLIOl.142:508(1980)､













緩衝液(50mM リン酸緩衝液(pH7.4)､1mM EDTA､1mM PMS
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【図面の簡単な説明】
【星1】シスタチン組換えプラスミドの構築(S237プロモーター 領域､分泌
シグナルペプチド領域)を示す図である｡
【塵呈】ヒト成長ホルモン組換えプラスミドの構築(S237プロモーター 領
域､分泌シグナルペプチド領域)を示す図である｡
【図3】シスタチン組替えプラスミドの構築(64プロモーター 領域､分泌シ
91 )レペプチド領域)を示す図である｡
【図4】S237プロモーター 領域及び分泌シグナルペプチド領域を導入し
扇面換え枯草菌生産物(ヒトシスタテンS)の解析結果を示す国である
(比較例1)0
【塵阜】S237プロモ-タ一領域及び分泌シグナルペプチド領域を導入し
た組換え枯草菌生産物(ヒトシスタチンS)の解析結果を示す図である
(実施例1)0
【図6】S237プロモーター 領域及び分泌シグナルペプチド領域を導入し
た緬換え枯草菌生産物(ヒト成長ホルモン)の解析結果を示す図である
(実施例2)0
【塵ヱ】64プロモーター 領域及び分泌シグナルペプチド領域を導入した組
換え枯草菌生産物(ヒトシスタテンS)の解析結果を示す図である(実施
例3)0
htp://www2jpdr･.ncipLgo.jp/begin/BE_DETAILTEXT.cgi?sPos=3&sPat=%93%C1%8..2006/05/09
